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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 式 （ Ｉ ） の エ ピ ナ ス チ ン 塩 酸 塩 の 調 製 方 法 で あ っ て 、
式 （ II） の エ ピ ナ ス チ ン 塩 基 を 水 に 懸 濁 し 、 塩 酸 の 添 加 に よ っ て 7以 上 の ｐ Ｈ で 溶 解 す る
第 一 工 程 と 、
第 一 工 程 か ら 得 ら れ う る 水 溶 液 を 、 水 非 混 和 性 有 機 溶 媒 を 用 い て 抽 出 し 、 そ の 後 抽 出 剤 を
除 去 す る 第 二 工 程 と 、
第 二 工 程 に よ っ て 得 ら れ る 水 溶 液 か ら 塩 酸 の 添 加 に よ り 6以 下 の ｐ Ｈ で 式 （ Ｉ ） の 生 成 物
を 沈 殿 し 、 次 い で 乾 燥 す る 第 三 工 程 と を 含 む 方 法 に よ っ て 、 式 （ Ｉ ） の エ ピ ナ ス チ ン 塩 酸
塩 を 調 製 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 方 法 。
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　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 第 一 工 程 に お い て 、 式 （ II） の エ ピ ナ ス チ ン 塩 基 の 懸 濁 液 を 20～ 90℃
、 好 ま し く は 40～ 80℃ 、 最 も 好 ま し く は 50～ 70℃ の 温 度 で 塩 酸 と 混 合 す る 請 求 の 範 囲 第 １
項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 第 一 工 程 の 際 の ｐ Ｈ が 7.5～ 9、 好 ま し く は 8で あ る 請 求 の 範 囲 第 １ 項
又 は 第 ２ 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 第 二 工 程 に お い て 、 ハ ロ ゲ ン 化 炭 化 水 素 、 エ ー テ ル 又 は エ ス テ ル 、 好
ま し く は 酢 酸 エ チ ル 又 は 酢 酸 ブ チ ル 、 特 に 好 ま し く は 酢 酸 ブ チ ル を 使 用 す る 請 求 の 範 囲 第
１ 項 か ら 第 ３ 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 第 二 工 程 に お い て 、 抽 出 剤 を デ カ ン テ ー シ ョ ン に よ り 除 去 し 、 及 び /
又 は 必 要 に よ り 共 沸 蒸 留 に よ り 除 去 し て も よ い 請 求 の 範 囲 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 第 二 工 程 と 第 三 工 程 の 間 で 水 相 を 活 性 炭 を 用 い て 50～ 100℃ 、 好 ま し
く は 70～ 95℃ 、 特 に 好 ま し く は 80～ 90℃ の 温 度 で 精 製 す る 請 求 の 範 囲 第 １ 項 か ら 第 ５ 項 の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 第 三 工 程 に お い て 、 ｐ Ｈ を 3～ 5、 好 ま し く は 3.5～ 4.5に 、 塩 酸 を 添 加
し て 調 整 す る 請 求 の 範 囲 第 １ 項 か ら 第 ６ 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 第 三 工 程 に お い て 、 塩 酸 を 25～ 50℃ 、 好 ま し く は 30～ 50℃ の 温 度 で 添
加 し 、 次 い で 水 相 を 放 置 し て 冷 却 す る 請 求 の 範 囲 第 １ 項 か ら 第 ６ 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載
の 方 法 。
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